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喉 頭 再 建術
無喉頭者への福音一一一
数年前までは無喉頭者(喉頭癌その他で喉頭全摘出術を受けたもの)が speech 
comm unicationの手段として活用していたのは人工喉頭，食道音声などであっ
た。しかもこれらの手法を患者が自分のものとするには強固な意志と，経済的余
裕のあるものに限られていたから，喉頭全摘を受けたもののうち，筆談による余
生を送らざるを得ないものが少くなかった。
最近社会復帰を目的とした癌治療が社会的関心を呼んでいるが，早期癌の発見
率も向上し，すべての喉頭癌に対して全摘出術を施行するという時代は去り，進
展の程度によっては喉頭の機能(呼吸，発声，鴨下特に sphincteric function) 
の全部または一部を保存するために喉頭の部分切除を行なう傾向が盛んになって
きた。しかも同一 stageにおける全摘例と比較して優るとも劣らぬ予後が得られ
ることが明らかにされた。
さらにここ数年来機能保存という立場から一歩前進し，よりよい機能を獲得す
るための再建術が検討されるようになった。再建術とはいっても正常喉頭の形態
そのものに復元することではなく一一一たとえそれが可能で、あるとしても声帯運動
をも再現することは現時点では不可能に近い一一形態そのものは正常喉頭とは異
なっても機能を正常に近いものにするための再建という意味である。
上述の部分切除術は喉頭癌のある限られた症例に対してのみ施行されなければ
ならず，喉頭全摘に依存しなければ癌の根治性を高められない症例の頻度は決し
て少なくない。したがって喉頭を全摘しでもなおかつ喉頭の諸機能を最大公約数
的に正常者のそれに近づけるための再建術が考案された。そのパイオニアは元神
戸大学浅井良三教授と，千葉大学北村武教授である。
手術法の原理は喉頭を全摘したのち，気管の上断端と舌根部に開放させた小孔
(咽頭孔)とを 2次的に皮膚管で連結させるものであり，呼吸は永久的に設置し
た気管切開口から行ない，発声時は気管口を指で閉塞し，呼気を皮膚管を介して
口腔に送り声道を共鳴させ，音声の弁別に必要なフォルマントを与える。音質面
では食道音声に劣るが，肺からの呼気を十分活用し得るから発声持続時間も長く，
明瞭度も良好である。浅井法と北村法の相違点は咽頭孔を設置する高さにあるo
北村法は音質の点で多少浅井氏法に劣るが気道に対する誤鳴がない点，秀れてい
る。この手術法は今や欧米各所で追試され，良好な成績を得ていることが各誌に
発表されつつある。この再建術の出現によって無喉頭の speechcommunication 
が容易となった。喉頭を摘出するということは患者に大きな不安と絶望感を与え
るが，その問題も解決され，大いなる福音をもたらしたものといえよう。
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